
《あいさつ》 
11/９～10 東日本復興支援活動 
      宮城県石巻市仮設住宅訪問・うどんの炊き出しと住民の方たちとの交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

医学豆知識⑨ 

 ピロリー菌について 
  ・検査方法は、血液中の抗体価測定法、胃カメラによる胃組織の生検法、呼気の尿素試験法がある。 
  ・経口感染で、感染率は日本の衛生環境が良くなったため、20歳代では25%程度と低率であるが、 

50歳以上では70～80％と高い。 
  ・胃十二指腸潰瘍の原因になるだけではなく、胃がん、慢性胃炎、特発性血小板減少性紫斑病や 
   慢性じんましんなどの原因になるが、多くは無症状。 
  ・現時点で、内服治療の保険適応は、胃十二指腸潰瘍、早期胃がん、慢性胃炎（胃カメラが必要）などのみ。 
  ・人間ドックでピロリー菌陽性であっても、症状がなく、胃のレントゲン等で異常がなければ、経過観察となる。    
 
 
 

安城ロータリークラブ 第2755回例会 

 

例会日：毎週金曜日 

例会場：碧海信用金庫本店3F 

       安城市御幸本町15-1 

TEL：0566-75-8866 

FAX：0566-74-5678 

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp  

HP：http://www.anjo-rc.org 

週報 

■会長：都築 雅人 

■幹事：神谷 研 

■クラブ会報：青山竜也・川合昭道・加藤英明 
■創立日：Ｓ33年1月10日 

■RI加盟認証日：Ｓ33年2月6日 

安城ロータリークラブ会長方針： 

 「充実したロータリーライフを楽しもう。」 

 

【 No.614 2013/11第３例会 】 

2013年１１月１５日(金) 12:30～13:30 

司会者：辻 隆士君 

ソング： 「手に手つないで」「四つのテスト」 

卓上花：アンスリューム・ミリオンアスパラ 

ゲスト及びビジター：鈴木文勝様 地区ロータリー財団委員長（小牧RC） 

2013-2014年度RIテーマ： 

 「ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」 

 

■会長挨拶 都築 雅人会長 



■幹事報告 

 
・11/17(日)ガバナー補佐杯が葵CCにて開催されます。 
・11/22例会は11/24(日)地区大会に変更です。 
 地区大会プログラムを本日配布いたしました。名札は当日車中及び会場にてお渡しいたします。 
     9：10 ＪＲ安城駅立体駐車場南吉壁画前 
     9：20 名鉄新安城南口  に集合下さい。 
     受付及び友愛の広場での軽食10：30～  
     本会議開始が12：30(12：45が変更)になっております。 
・11/27(水) 香嵐渓への写真ランチ合同同好会です。 
・11/29(金)定款により休会です。  
・12/6年次総会のご案内及び委任状をお送りいたしましたので出欠表を提出ください。 
     又、欠席予定の方は委任状に記入いただき提出ください。 
・12/22(日)クリスマス家族会、11/22までに登録ください。 
     例年同様協賛品の提供をお願いいたします。12/13までに事務局までお持ちください。 
  
 

神谷 研幹事 

【11月のクラブ内例会・委員会予定】   
22日→ 24日（日）地区大会へ例会変更 
29日 定款により休会 
【12月のクラブ内例会・委員会予定】  
6日 年次総会    
13日 卓話担当 奥嶋正衛君 
20日→22日(日) 会員家族親睦例会へ例会変更 名古屋マリオットアソシアホテル 
    ＊米山奨学生 ニー・ニー・エイさん来訪 
27日 定款により休会 
 
《11月の行事予定・地区会議》  
23.24日 地区大会 ウェスティン名古屋キャッスル 
27日 写真ランチ合同同好会 9：00～香嵐渓  
《12月の行事予定・地区会議》  
 １日 財団地域セミナー 神谷研会計長 
３日 ロータリー財団会議 15：30～ガバナー事務所分室 神谷会計長 
5日 会長幹事会 18：00～川本 
6日～20日 第1回写真展を碧海信用金庫本店にて開催 
14日 米山奨学生学友忘年会 15：30～ キャッスルプラザ ニー・ニー・エイさん 奥田カウンセラー  
  
 

■ニコボックス報告 ■出席報告 深津 正則君 小野田 真代君 

会員 60名 

出席義務者 46名 

出席 33名 

欠席 13名 
出席免除者の出席 12名 

出席率 77.96％ 

修正出席率 
11 月 1日  第 2753 回 
91.66％ 



神谷 研君 

■卓話 

卓   話：地区ロータリー財団委員会 
卓話者：地区ロータリー財団委員長 鈴木文勝様  （小牧ロータリークラブ） 
 
テーマ「ロータリー財団未来の夢計画について」 

鈴木 文勝様 

 ロータリー財団は、2017年に創立100周年を迎えます。創立100周年に向けて、ロータリー財団がどのようなビ
ジョンを持っているのか、知って頂きご理解を頂けると幸いです。 
 
１．ポリオの撲滅 
２．世界的に認められる財団になる 
３．世界の人道的ニーズに応えるリーダーになる 
４．戦略的パートナーシップの強化 
５．寄付方法の多様化と財政基盤強化 
６．簡素化された補助金制度と運用 
 
 ６つの項目を挙げましたが、先ずは、ポリオの撲滅です。 
日本政府は、ソマリアにワクチン購入のための１３０万ドルを緊急支援決定しました。 
 

 ２つ目として、「世界的に認められる財団になる」事を目標としております。これはただ単に、有名になることが
目的では無く、ロータリーが世界的な良い奉仕活動をしている団体として認識されることにより、思いを同じくす
る会員が増える事につながり、ロータリアンのみならず一般の方々からロータリー財団に対して寄付が集まって
くる事を期待しています。国際ロータリーが「公共イメージの向上」に力を入れているのはここにあると思います。 
     ◆AMA（米国マーケティング協会）エジソン賞 取得 
    米国に於いて、革新的な商品、制度に贈られる 
    補助金モデル「未来の夢」の功績が認められた 
   ◆チャリティーナビゲーターから四つ星（最高評価 6年連続） 
       最も信頼される米国非営利団体の独立格付け機関 
       財務管理能力と説明責任、透明性 高評価 
       米国の慈善団体のわずか３％ 
 
 ３つ目には、国際ロータリーが世界の人道的ニーズに応えるリーダーになる事です。2番目の世界的に認識さ

れる財団になる事と共通することですが、世界の貧困国への人道的奉仕はロータリーの使命であり、誰よりも
進んで行おうとする気概と実行力が求められています。 

 その為に、ロータリー財団「未来の夢計画」では世界のニーズを調査して全面的にプログラムを見直しました。
それがDDFのグローバル補助金やWF国際活動資金を使った重点6分野に該当する奉仕プロジェクトです。様々
な国際的にニーズがありますが、この6分野に焦点を絞ることで資金を集中して持続可能で効果的なプロジェク
トを実現します。 
  １．水と衛生             
  ２．疾病予防と治療 
  ３．母子の健康 
  ４．基本的教育と識字率の向上 
  ５．経済と地域社会の発展 
  ６．平和と紛争予防／紛争解決 
 
 ４つ目は、戦略的パートナーシップの強化です。 
今年の3月末でマッチンググラントと呼ばれる補助金プログラムの申請は終結致しました。現在は、①地区補助

金プログラムと②グローバル補助金プログラムと③パッケージグラントプログラムの３つなりました。この中で馴
染みのあまり無い③パッケージグラントは、まさに戦略パートナーと共同で行うプロジェクトです。NPO団体マー
シーシップスは、病院船「アフリカ・マーシー号」はアフリカを中心に船に最新の医療設備を備えて、毎年1,600人

ほどの医療専門チームを率いて治療活動ボランティアを行っています。ロータリアンはパッケージグラントを通じ
て、例えば、VTTチームを派遣する事が出来ます。パッケージグラントは、地区のDDFを使用しないで、すべて
WFを使用しますので、クラブの資金の負担が無く奉仕プロジェクトを行う事が出来ます。  



神谷 研君 

鈴木 文勝様 
 
  ◆戦略パートナー（４組織） 
     アガ・カーン大学(パキスタン）  オイコクレジット（オランダ） 
     マーシーシップス（アメリカ）海に浮かぶ病院船  ユネスコ水教育研究所   
 
 5番目にお話をさせて頂く内容は寄付方法の多様化と財政基盤強化 「ご寄付」についてです。様々なご寄付

を頂く方法を皆様に選択して頂くと同時に、大口寄付をして頂ける方には積極的にお願いをしてロータリー財団
の財政基盤を強化することが、2番目の「世界的に認識される財団」になることにつながります。 

  ◆ロータリー財団への大口寄付者を募る訳は？ 
     年次寄付や恒久基金/大口寄付の促進⇒大口寄付アドバイザー（2013年度より任命） 
     ポール・ハリス・ソサエティーの拡充（2013年度公式認証プログラム） 
                                      ⇒PHSコーディネーター（2013年度より任命） 
     （目的）将来にわたって、ロータリー財団の財政基盤を強固なものにして、世界中の人道的支援 
          活動に生かす。 
 
  ◆個人からのご寄付の認証 

・ロータリー財団友の会会員 ・・・ 年次基金に毎年100ドル以上のご寄付を誓約した方 
・ベネファクター ・・・ 恒久基金に1,000ドル以上を現金で寄付された方 
・ポール・ハリス・フェロー ・・・ 年次基金、ポリオ・プラス、承認された財団補助金のいずれかに 
                     1,000ドル以上寄付された方                                             
・ポール・ハリス・ソサエティ ・・・ 上記のご寄付を毎年1,000ドル以上誓約された方 
・遺贈友の会会員 ・・・ 遺産計画を通じて1万ドル以上を寄付した方 
・メジャードナー ・・・ 累積寄付の合計が1万ドルに達した方 
・アーチＣ．クランフ・ソサエティ ・・・ 累積寄付の合計が25万ドルに達した方 

   ◆寄付のもうひとつロータリーカード  
ロータリーカードには、個人向けのゴールドカードとシルバーカードが従来よりありましたが、今年、ビ
ジネスカードが発行されました。是非、ビジネスカードも申請して頂きたいと存じます。カードによる利
用額に応じて、一定の比率が自動的に財団に寄付をすることになります。一人ひとりの比率は少額で
あっても、2000年度以降860万米ドルが財団に寄付されたと聞いております。是非、ご協力をお願い致
します。 

・カード利用金額の0.3％（ビジネスカードは0.5％）が財団に自動的に寄付されます 
・ゴールド会員の場合、年会費10,500円のうち3,000円が寄付されます 
・2000年以来860万米ドルが財団に寄付されました 

 

 もうひとつ変更があります。今まで慣れ親しんでいた「毎年あなたも１００ドルを」の標語が無くなりまして、
「EVERY  ROTARIAN EVERY YEAR」という海外で使われていた標語に統一されました。だからと言うわけでは無
いかも知れませんが、今年の地区の努力目標は、一人当たり 150USドル（11月のロータリーレートで15,000円）
とさせて頂いております。どうかよろしくお願い致します。 

★安城ロータリークラブ 
◎会員数 ・・・  58名 
◎ベネファクター ・・・ 合計 13名                
◎ポール・ハリス・フェロー  ・・・ 合計 87名 
◎ロータリーカード  ゴールド ・・・ 0名 
               シルバー ・・・  3名 

  

★安城ロータリークラブ    2012‐13年度年次寄付額 
◎会員数 ・・・ 58名 
◎年次寄付総額 ・・・ 9,900.00ドル 
◎年次寄付１人当り ・・・ 170.69ドル 
◎寄付総額 ・・・ 12,900ドル（恒久基金３０００＄含） 
 

寄付の認証やロータリーカードの実績はここに示させて頂きましたが、皆さまにはご理解とご協力に感謝申し上
げます。 



神谷 研君 

鈴木 文勝様 最後に、簡素化された補助金制度と運用の説明をします。 
 
   ◆シェア・システム 
 
 

  ◆補助金プロジェクトの申請 
地区補助金を利用する際の今年度の新ルールとして、特にこの4点をご注意願いたいと思います。申
請のタイミングは、11月から申請を受付けさせて頂きます。締切は2月末ですのでこれは前年度と同

様です。早めのご準備を頂くためにそのようにさせて頂きましたのでよろしくお願い致します。事業の
完了は3月末までにされることをお勧めします。完了後の最終報告を提出するには時間を要しますの
でご理解下さい。グローバル補助金プロジェクトは随時申請が出来ます。 
グローバル補助金を利用するプロジェクトの主な条件は3点ありますが、これ以外の様々な制約条件
が「授与と受諾の条件」に記載されておりますし、地区補助金も同様ですが、MOU（覚書）も含めて詳

細に記載されています。グローバル補助金プロジェクトを企画される場合には、地区ロータリー財団 
補助金委員会にご相談頂きますようにお願い致します。 
 

主な奉仕活動（ＶＴＴ・奨学生・人道的・教育的奉仕活動） 
 ①６つの重点分野にあてはまる事業 
 ②3万ドル以上の事業 ・・・ 高額・大規模な奉仕活動 
 ③持続可能で測定可能な事業が必要要件 

 
   ◆ロータリー財団の使命 

ロータリー財団の使命は、「ロータリアンが、人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を
救済することを通して、世界理解、親善、平和を達成すること」であります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ◆ロータリー財団 次の世紀は 
 

ロータリー財団は、皆さまが輝いて活動されますようにお手伝いをさせて頂きます。今後ともよろしくお
願い申し上げます。 

 
 
 

 
 
 
 


